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第 1章  鍼灸医学・易・「周易参同契」 
 





長岡大学教授  定 方 昭 夫
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う信念のようなものを持っていたので、月 1 回当時本を出し始めていた T 師の会に参加すべく上京して


















































 道教研究誌「東方宗教」を 1 号から最近の 109 号まで縦覧してみても、正直生きた宗教としての道教
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士の戯言」と聞き流していただいて結構なのだが、やはり養生という分野にもっともっと目を注いでほ
しいのである。 
例えば佐藤一斎の「言志四録」の一節に読書の後は「中かん」（胃に関係するツボ）に鍼をするとある。
ある訳者は鍼をするような気持ちでと訳しているが、ここはやはり読書に頭を使った後なので、頭に上
った血を鍼をすることで下げることが必要なのである。「学んで思うこと」は胃の気を大変損なうのであ
る。いつからそのような養生の知恵が忘れられたのであろうか。この一事をもってしても読書人のたし
なみとしての養生の重要性がお分かりいただけるのではないだろうか？ 
筆者自身の養生の分野の実践的研究はまだまだ終わったわけではない。更なる研究のたびが続くかと
思うとワクワクしてくる。以上書き連ねてきたことはその途中で見えてきたものを同行の仲間と分かち
合いたいがための「極私的ノート」の 1頁と読み流していただければと思う。 
 
追記：①ユング心理学では人間の心のあり方を理解する材料として「昔話」を大事にする。筆者は中
国昔話関連の翻訳･著作を百冊以上集書してきた。少し前その方面の専門家により「中国昔話翻訳書誌」
が発行されたが、小生のささやかな蔵書から見ていささかの補正すべき箇所があった。ついついサボっ
ているが、いずれ編者に伝えたく思っている。 
②縁があってチベット密教も筆者の研究対象となった。「ユングとチベット密教」なる訳書も友人の手
を借りて、ビイング・ネット・プレスより刊行した。ここは中国を論ずる場所なのでこれ以上触れない
が、「ユング心理学とゾクテェン」については語るべきことがある。別の機会としよう。 
 
